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　地域創造学環は地元静岡の職業奉仕団体「静岡ロータリークラブ」と連携
し、2017年4月からインターンシップ（職場実習）授業を開講しています。こ
の授業では静岡ロータリークラブの会員約100の企業から職場実習の場をご
提供いただき、学生が8月～9月の夏季休業期間中に30時間～40時間実習す
るもので、学生は「チャレンジ」「リーダーシップ」「コミュニケーション」「チー
ムワーク」の中からテーマを一つ選び、座学やグループワークを通じてその
本質について考えます。そして自ら立てた定義を職場実習中に検証して理

解を深め、また実習を経て3年生以降の就職活動やキャリア選択に役立てる
ことも目的の一つです。
　また、静岡ロータリークラブの会員企業は金融、建設、サービスなど幅広
い業種で構成され、また東京に本社を置く企業から地元静岡の企業などバ
ラエティに富んでいることから、東京で就職を希望する学生は静岡の企業を
知る機会となり、公務員を志望する学生には在学中に民間企業を知ることが
できるため、キャリア設計を築く学びの場となります。

静岡大学図書館×grandiose 特集２ 地域創造学環の魅力あるオリジナル授業  ～地元企業でのインターンシップ～

　今後もキャンパス内外での出会いを通し
て静岡大学生の｢今｣をお伝えしていきたい
です。取材を受けてくださったgrandiose
のメンバー各位ならびに、ご協力くださっ
た全ての方へお礼を申し上げます。 
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広報学生委員会（SU-NOW）企画 

　｢海の見える図書館｣として愛される静岡キャンパスの図書館で、私たちはもう一つ
の魅力を見つけました。それが｢図書館gallery｣です。暖かな色合いの灯りが点り、
落ち着いた雰囲気を纏うその部屋は、そこに飾られている展示物の景色に自分をな
じませてくれます。展示物との出会いはいつも新鮮で、例えるなら、一冊の本を読み
それに書かれた世界観が自分の一部になっていく感覚にも似ているし、今まで何度
も見ている海を図書館の窓から見て感動するようでもあります。 

1. 図書館 gallery 

　図書館galleryは、本学の教職員・学生の研究成果の発表・作品展示に利用するこ
とができます。さまざまな学術・文化活動を進めている学内の人たちの成果を知り、
交流する場として設けられています。 
　今回、私たちが見つけた図書館展示のタイトルは｢＃多様な性の日常」。展示を
行ったのは、静岡大学LGBTサークル｢grandiose｣という団体でした。 
　LGBTとは女性同性愛者（Lesbian）･男性同性愛者（Gay）･両性愛者（Bisexual）･ト
ランスジェンダー（Transgender）の頭文字をとった性の多様性を表す言葉で、
「＃多様な性の日常｣ではLGBTにまつわる様々な展示物が公開されていました。 

2. grandiose展示

　静岡大学LGBTサークルgrandioseは、2015年の春に静岡キャンパスで発足しました。週に1度の定例
会でLGBTについての意見交換や交流を行っているほか、大学の講義で講師を担当するなど、様々な形で
活動を行っています。 
　図書館展示は毎年続けてきた活動の一つで、今回で３度目を迎えるとのことです。２年目の図書館展
示は、静岡キャンパスで大変好評となり、静岡新聞の取材も受けたとのことです。さらには、浜松キャン
パスにおいても展示が行われました。私たちは、今回が初めての訪問となりましたが、こうした評価も納
得の内容でした。今回の展示内容は、サークル紹介に始まり、当事者の声や性的マイノリティを扱った
映画・本の紹介、静岡大学内でセクシュアリティについて学べる講義の紹介についてのパネルでした。 
　｢何かをするサークルという訳ではないけれど、存在自体が助けになってくれればいい。性的指向関
係なく色々な人と話し、必要とする人のために動きたい｣というのがgrandioseの考え方だそうです。

3. grandiose取材

　LGBTという言葉は社会に浸透し、関心も高まっています。静岡大学では、性的マイノリティについ
て講義で学ぶこともあります。そのうえで、今回は、grandioseの展示・取材を通じて、性的マイノリティ
に関して見識を深めることができました。
　grandioseは、性的マイノリティの支援や権利を主張しているわけではありません。ただ純粋に、知
識の一部だったLGBTを、大学生にとって身近に思わせてくれる、自分の生きる社会の一部にしてくれ
る存在なのです。 

4. 図書館 galleryでgrandioseに出会って

《grandioseに関心のある方はこちらへ》 lgbt .grandiose@gmai l .com 
担当

編 集 後 記

　2017年度インターンシップ実習先の一つとして、NTTドコモで4名の学
生が実習を行い、そのうち販売店で実習をした2名の学生には「静岡市繁
華街に立地するドコモショップに学生やその家族に対してスマートフォン
やタブレットを販売拡大するための販売促進の提案」という課題が課され
ました。
　実習では社員の方から販売促進策だけに留まらず「裏付け」や「背景」を
主張するようアドバイスを受け、大学で発表するためのプレゼンテーショ
ン作成のポイントを示しながら、その資料を利用して店舗への提案も行え
るよう大学の講義と連携した実習を行っていただきました。
　実習後には嬉しい成果があり、学生が提案したファミリー層を増やす販
売促進策が、実習先の店舗で採用されました。実習先店舗が市街中心部
に立地しており、単身世帯利用率が高いことに着眼し、またファミリー層が
車で移動することから、お客様が利用できる駐車場を増やすことや、子育
て世代のお客様獲得のためのキッズコーナーを充実するなどの提案です。

　今回の職場実習で大石さん・鈴木さんには、新静岡駅前のドコモショップ
で実際に起きている、「ファミリー層の来店が少ない」といった課題に対し
て、現地視察や関係者ヒアリング、販売データの分析等から対策を立案して
もらい、店舗の責任者にプレゼンテーションを実施していただきました。
　二人から提案いただいた「駅周辺商業施設からのお客様誘引」や「店舗内
の待合席やキッズコーナーの充実」等の対策を踏まえ、弊社と店舗の運営代
理店で検討を重ねてきた結果、まずはお客様誘引策の一環として、新静岡
セノバの映画館とタイアップし相互送客連携をスタートしました。また、待
合席等の充実についても引き続き検討を進めています。

　二人とも実習序盤は緊張した面持ち
で、ぎこちなさも見受けられましたが、
実習を重ねるごとに表情が変化してい
き、最終日のプレゼンテーションでは難
しい質問等にもしっかりと受け答えする
ことができるなど、5日間と非常に短い
実習期間ではありましたが、その成長
ぶりには目を見張るものがありました。
　今後も二人のアイデアが詰まった取
組みを実施していきますので、ぜひド
コモショップにお立ち寄りください。

　今回のインターンシップは、ドコモショップのデータからどのような販売
促進策が有効か検討し、提案をするという内容でした。社員の方 と々データ
から読み取れる事実、それに対しての解釈についてディスカッションを行
い、実際にプレゼンテーションを行いました。
　実習にあたり、事実・解釈・主張の一連のプロセスの中で、自分で正しい
仮説を立てることがいかに重要かを学びました。正しい仮説を立てること
は思いの外難しく、また正しい仮説が相手を納得させる提案につながると
いうことも経験できました。このような経験ができ、サポートしてくださった
株式会社ドコモCS 東海の方々には大変感謝しています。インターンシップ
での学びは今後必ず活かしていけると思います。

　インターンシップの主な内容はドコモショップにおける販売促進策につ
いて、様々なデータや関係者へのヒアリング、視察、個人での情報収集を通
して考え、新しい販売促進策を立案し、プレゼンテーションを行うというもの
でした。実際に店舗責任者へ向けたプレゼンテーションを行うため、ある程
度の実現性が必要であり、学生目線のアイデアを盛り込むということは考え
れば考えるほど難しいものでした。
　しかし、社員の方とデータを見ながらディスカッションをしたり、プレゼン
テーションの中で自分の意見を発したりするという経験はとても貴重なもの
でした。初めは不安だらけでしたが、この5 日間を通して自信がついたよう
に感じています。
　後日、担当の方とお会いする機会があり、私がプレゼンテーションした内
容の実現を検討してくださっているというお話も聞き、とても嬉しかったで
す。温かく迎え、サポートしてくださった株式会社ドコモCS 東海の方々には
大変感謝しています。

　企業にとっては実習生の意見や発想を業務に活かしながら、地域に
根付く人材を育成し、若い世代と共に地域経済を活性化させ魅力ある
静岡を作り上げる狙いがあります。実習を受けながら地域社会に貢献
できる魅力ある授業が地域創造学環のオリジナルです。

成果が認められ優秀賞が授与されました 実習成果発表のようす

株式会社NTTドコモ静岡支店
（株式会社ドコモCS東海 静岡支店）

営業部　浅野  喬雄 様

NTTドコモ浅野喬雄さんによる
「実習を終えて」スピーチ

実習例：NTTドコモ

実習先担当者様からの
お言葉

最終日のプレゼンの模様

実習を行った学生より－

大石 清香さん
地域創造学環

地域経営コース ３年

鈴木 夏帆さん
地域創造学環

アート&マネジメントコース ３年

静岡キャンパスの図書館にgalleryがあることを知っていますか。
そこで出会った展示物が誰かの居場所で、
もしかすると自分の居場所になるかもしれないって
なんだかワクワクしませんか。 


